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応募方法・宛先

＜個人情報の取り扱いについて＞ 皆さまからいただいた個人情報に
ついては、適切に管理するとともに、賞品の発送及び広報紙作成の参
考とする以外の目的には使用いたしません。

●応募締切／令和8年9月30日（水）（当日消印有効）
〒700-8602 岡山市北区桑田町1-30
岡山県農業共済組合
「のうぎょう川柳」係 または 係」戦挑にズイク「

●宛先／

E-mail　kouhou@ok-nosai.or.jp

メールは
こちら

広報紙の中に
ヒントがあるよ 正解者の中から抽選で

5名様に

〒
700-8602 岡

山
市
北
区
桑
田
町
1-30

TEL 086-224-5588㈹
FAX 086-201-0133㈹
https://w

w
w
.ok-nosai.or.jp

ハガキまたはメールで郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号・本紙全体のご意見・ご感想を
ご記入のうえ、右記宛先までご応募ください。

※解答の発表は、「NOSAIおかやまNo.30（春号）」の紙面に記載します。
　また、当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

　井原市芳井町で明治ゴボウを主に小松菜や春菊、ホウレン草等を栽培し
ている株式会社サンショク。生産だけでなく青果卸売業や店舗販売、野菜加
工にも取り組んでいます。
　株式会社サンショクでは、耕作者の高齢化や減少による耕作放棄地を活
用したいという思いから２００６年より明治ゴボウの栽培を始めました。明治
ゴボウは１００年以上の歴史があり、同町の明治地区に広がる赤土畑で栽培
される品種です。一般的なゴボウに比べ、香り高く、柔らかな食感が特長。粒
子の細かい粘土質の土壌でじっくり育てるため、サイズが大きく、身の詰
まったゴボウが育ちます。また、地力を最大限に引き出すため、作物のロー
テーションを行うことで高い品質の維持に繋げています。
　今後は新たな作物の栽培や急速冷凍設備を活用した新商
品の開発も検討しています。
　株式会社サンショクの明治ゴボウは、9月から4月頃の間
オンラインショップに加え、マルナカ、ハローズ、エブリイ、ニ
シナなどで購入が可能です。

▲株式会社サンショクの
　ホームページはこちら

※一部の店舗ではお取り扱いが無い場合があります。

●内容物：きんぴらごぼう、たけのこうま煮、レンコンのうま煮の３種×３セット
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■お問い合わせ先

収入保険加入者の皆様へ、
保険期間中の〇〇義務の
徹底をお願いしています。答え：○○

株式会社サンショクの
「時短cooking
 味付けシリーズ」をプレゼント

おかやま

岡山県農業共済組合
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通常総代会開催

令和７年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、
損益計算書及び剰余金処分案（不足金処理案）の承認について
令和８年度事業計画、業務収支予算案及び
家畜診療所収支予算案の承認について
令和８年度事務費賦課金の徴収額及び徴収方法について
特別積立金の取崩しについて
役員報酬額並びに損害評価会委員、損害評価員及び
家畜診療所運営委員手当額について

3億6,167万9,446円194億4,578万円1,725経営体

0円2,900万円29口

5,939万3,101円209億4,930万円8,760台

3億4,884万6,322円8,129億8,447万円7万9,470棟

492万1,318円125億2,997万7千円4,953棟

5億8,672万4,701円12億8,394万円3万5,948頭

4億4,059万4,006円131億4,945万円5万5,561頭

450万7,650円3,584万3千円552a

40万760円3億144万2千円2,801a

0円136万8千円101a

1,092万1,387円5,502万8千円1万1,186a

335万2,745円5億3,450万5千円11万8,904a

4,060万7,021円92億9,312万2千円128万1,053a

家
畜
共
済

果
樹
共
済

畑
作
物
共
済

農
作
物
共
済

収入保険

※水稲共済ならびに大豆共済の全相殺方式において共済金が令和８年度に支払われるものについては上記表には含まれておりません。

保管中農作物
補償共済

農機具共済

建物共済

園芸施設共済

疾病傷害

死亡廃用

も　も

ぶどう

ばれいしょ
（種子用）

大　豆

麦

水　稲

共済事業 引受数量 共済金額（基準収入額） 支払共済金（保険金等）

8,905億9,321万9,330円

18億6,194万8,457円

総共済金額
（補償額）

総支払共済金

令和7年度
事業報告

（令和8年産） （令和8年産） （令和7年産）

（令和8年産） （令和8年産） （令和7年産）

（令和8年産） （令和8年産）

202億9,140万円1,800経営体

1億円100口

212億2,073万円8,600台

8.135億9,772万円7万9,523棟

93億6,058万6千円3,843棟

12億7,858万円3万5,948頭

129億9,840万円5万5,245頭

5,150万1千円850a

3億2,704万1千円3,000a

149万円110a

7,684万円1万5,440a

6億3,242万5千円13万3,600a

101億7,596万9千円140万2,800a

引受数量 共済金額（基準収入額）

（令和9年産） （令和9年産）

（令和9年産） （令和9年産）

（令和9年産） （令和9年産）

家
畜
共
済

果
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共
済

畑
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済

農
作
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収入保険

保管中農作物
補償共済

農機具共済

建物共済

園芸施設共済

疾病傷害

死亡廃用

も　も

ぶどう

ばれいしょ
（種子用）

大　豆

麦

水　稲

共済事業

8,901億1,268万3,000円
総共済金額（補償額）令和8年度

事業計画

（令和7年産）

第20回

第1号議案 役員退任慰労金について
事業規程の改正について
令和８年度借入金の最高限度額及び借入先について
令和８年度余裕金預入先について
損害評価会委員の選任について
実施体制の改善計画について

第2号議案

第3号議案
第4号議案
第5号議案

第6号議案
第7号議案
第8号議案
第9号議案
第10号議案
第11号議案
附帯決議

●総代会提出議案

令和８年６月１１日（木）に、きびプラザ（吉備中央町）３階大ホールにて、第20回通常総代会を開催。
総代127名のうち、会場出席者73名、書面議決書提出者38名の過半数の出席により、通常総代会が成立。
議長には美作地区の池田総代が選任され、11議案についてご審議いただき、原案のとおり可決されました。

被
害
が
発
生
し
た
と
き
は

　
　
　
　被
害
申
告
を
忘
れ
ず
に
！

　
水
稲
共
済
の
損
害
評
価
を
行
う
た
め
に
は
、適
切
な
被
害
申
告
が
必
要
で
す
。

　
自
然
災
害
や
獣
害
、病
害
等
で
稲
が
被
害
を
受
け
、減
収
が
見
込
ま
れ
る
際
に

は
、８
月
頃
送
付
予
定
の「
損
害
通
知
書
兼
損
害
評
価
野
帳
」を
収
穫
前
に
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

〇
損
害
評
価
に
あ
た
っ
て
は
全
方
式
で
被
害
申
告
、調
査
が
必
要
で
す
。被
害
申

告
を
行
う
際
に
は
必
ず
損
害
通
知
書
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

〇
損
害
通
知
書
の
受
付
後
、内
容
確
認
や
調
査
日
程
確
認
の
た
め
、職
員
か
ら
ご

連
絡
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

〇
現
地
調
査
が
終
了
し
た
圃
場
は
、立
札
に「
済
」の
シ
ー
ル
を
貼
り
付
け
し
ま

す
の
で
シ
ー
ル
を
確
認
後
、収
穫
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。(

左
記「
損
害
評
価
の

方
法
に
つ
い
て
」も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。)

〇
現
地
調
査
後
に
被
害
が
拡
大
し
た
場
合
は
、再
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。収
穫
前
に
再
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。(

再
申
告
が
な
い
場
合
は
当
初
の
評

価
結
果
で
各
計
算
が
行
わ
れ
ま
す
。)

ご加入の皆様にNOSAIから郵送で届きます。
組合員記入欄に必要事項を記入し、ご提出ください。
必ず収穫前にご連絡ください。
収穫後は損害評価が行えません。

被害申告～現地調査の流れ

①「損害通知書兼損害評価野帳」を提出

収穫予定日をもとに、評価日程を設定します。
目印の立札を見やすい位置に必ず設置してください。
立札は損害通知書に同封されます。

②日程調整・立札の設置

地域の損害評価員が調査を行います。
全方式で被害状況の確認を行います。
（立ち会いの必要はありません。）

　現在は被害申告圃場の全てではなく、一部圃場を抜き
取って損害評価を行っています。そのため、「済」シールが
貼られていなくても損害評価済みの場合があります。
　損害評価の状況がご不明な場合はNOSAI各支所までご
連絡ください。

③現地調査

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

損
害
評
価
の
方
法
に
つ
い
て

その他、ご不明な点がございましたら
NOSAI各支所までお気軽にお問い合わせください。

立札

被害申告を行ったけど、
立札にシールが
貼られていないな…
まだ損害評価が済んで
いないのかな…
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通常総代会開催

令和７年度事業報告書、財産目録、貸借対照表、
損益計算書及び剰余金処分案（不足金処理案）の承認について
令和８年度事業計画、業務収支予算案及び
家畜診療所収支予算案の承認について
令和８年度事務費賦課金の徴収額及び徴収方法について
特別積立金の取崩しについて
役員報酬額並びに損害評価会委員、損害評価員及び
家畜診療所運営委員手当額について

3億6,167万9,446円194億4,578万円1,725経営体

0円2,900万円29口

5,939万3,101円209億4,930万円8,760台

3億4,884万6,322円8,129億8,447万円7万9,470棟

492万1,318円125億2,997万7千円4,953棟

5億8,672万4,701円12億8,394万円3万5,948頭

4億4,059万4,006円131億4,945万円5万5,561頭

450万7,650円3,584万3千円552a

40万760円3億144万2千円2,801a

0円136万8千円101a

1,092万1,387円5,502万8千円1万1,186a

335万2,745円5億3,450万5千円11万8,904a

4,060万7,021円92億9,312万2千円128万1,053a
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農
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収入保険

※水稲共済ならびに大豆共済の全相殺方式において共済金が令和８年度に支払われるものについては上記表には含まれておりません。

保管中農作物
補償共済

農機具共済

建物共済

園芸施設共済

疾病傷害

死亡廃用

も　も

ぶどう

ばれいしょ
（種子用）

大　豆

麦

水　稲

共済事業 引受数量 共済金額（基準収入額） 支払共済金（保険金等）

8,905億9,321万9,330円

18億6,194万8,457円

総共済金額
（補償額）

総支払共済金

令和7年度
事業報告

（令和8年産） （令和8年産） （令和7年産）

（令和8年産） （令和8年産） （令和7年産）

（令和8年産） （令和8年産）

202億9,140万円1,800経営体

1億円100口

212億2,073万円8,600台

8.135億9,772万円7万9,523棟

93億6,058万6千円3,843棟

12億7,858万円3万5,948頭

129億9,840万円5万5,245頭

5,150万1千円850a

3億2,704万1千円3,000a

149万円110a

7,684万円1万5,440a

6億3,242万5千円13万3,600a

101億7,596万9千円140万2,800a

引受数量 共済金額（基準収入額）

（令和9年産） （令和9年産）

（令和9年産） （令和9年産）

（令和9年産） （令和9年産）

家
畜
共
済

果
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畑
作
物
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済

農
作
物
共
済

収入保険

保管中農作物
補償共済

農機具共済

建物共済

園芸施設共済

疾病傷害

死亡廃用

も　も

ぶどう

ばれいしょ
（種子用）

大　豆

麦

水　稲

共済事業

8,901億1,268万3,000円
総共済金額（補償額）令和8年度

事業計画

（令和7年産）

第20回

第1号議案 役員退任慰労金について
事業規程の改正について
令和８年度借入金の最高限度額及び借入先について
令和８年度余裕金預入先について
損害評価会委員の選任について
実施体制の改善計画について

第2号議案

第3号議案
第4号議案
第5号議案

第6号議案
第7号議案
第8号議案
第9号議案
第10号議案
第11号議案
附帯決議

●総代会提出議案

令和８年６月１１日（木）に、きびプラザ（吉備中央町）３階大ホールにて、第20回通常総代会を開催。
総代127名のうち、会場出席者73名、書面議決書提出者38名の過半数の出席により、通常総代会が成立。
議長には美作地区の池田総代が選任され、11議案についてご審議いただき、原案のとおり可決されました。

被
害
が
発
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し
た
と
き
は

　
　
　
　被
害
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告
を
忘
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ず
に
！

　
水
稲
共
済
の
損
害
評
価
を
行
う
た
め
に
は
、適
切
な
被
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が
必
要
で
す
。

　
自
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害
や
獣
害
、病
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等
で
稲
が
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害
を
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け
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収
が
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に
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月
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」を
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。

〇
損
害
評
価
に
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て
は
全
方
式
で
被
害
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査
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す
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は
必
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出
く
だ
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い
。

〇
損
害
通
知
書
の
受
付
後
、内
容
確
認
や
調
査
日
程
確
認
の
た
め
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が
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。

〇
現
地
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査
が
終
了
し
た
圃
場
は
、立
札
に「
済
」の
シ
ー
ル
を
貼
り
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け
し
ま
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の
で
シ
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ル
を
確
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後
、収
穫
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。(

左
記「
損
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価
の

方
法
に
つ
い
て
」も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。)

〇
現
地
調
査
後
に
被
害
が
拡
大
し
た
場
合
は
、再
評
価
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す
。収
穫
前
に
再
度
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。(

再
申
告
が
な
い
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は
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初
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結
果
で
各
計
算
が
行
わ
れ
ま
す
。)

ご加入の皆様にNOSAIから郵送で届きます。
組合員記入欄に必要事項を記入し、ご提出ください。
必ず収穫前にご連絡ください。
収穫後は損害評価が行えません。

被害申告～現地調査の流れ

①「損害通知書兼損害評価野帳」を提出

収穫予定日をもとに、評価日程を設定します。
目印の立札を見やすい位置に必ず設置してください。
立札は損害通知書に同封されます。
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立札

被害申告を行ったけど、
立札にシールが
貼られていないな…
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いないのかな…
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Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
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か
や
ま
№
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新
年
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）」で
は
、

多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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応
募
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か
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の
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さ
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今
号
で
募
集
す
る
テ
ー
マ
は「
生
」ま
た
は「
陽
」で
す
。ご
応
募
い
た
だ
い
た
中
か
ら

い
く
つ
か
を
、「
N
O
S
A
I
お
か
や
ま
№
30
号（
春
号
）」で
お
名
前
と
ご
住
所（
市
区

町
村
ま
で
）を
あ
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。応
募
方
法
は
裏
面
ま
で
。

小損害実損填補特約を付けて
万が一の事故に備えましょう！

特約のポイント

てんぽ

共済金の仕組み

加入割合に応じて共済金が変わります。

加入割合5割の場合

共済金も加入割合に応じて変動※1

事故の約8割は
50万円以内の
損害です。

損害額
約５０万円

小損害実損填補特約の付帯には同一契約の同一建物に1,000万円以上の加入が必要です。
詳しくはNOSAIへご相談ください。

令和7年度の
共済金支払い実績

※1.加入方式、事故形態によって共済金の算出方法は異なります。

共済金
約２５万円

共済金
50万円特約を附帯すると…

50万円

共済金
30万円特約を附帯すると…

30万円

最大５０万円まで
補償

加入割合の
影響なし

火災共済の場合
年間＋870円で附帯

50万円特約

掛金+870円

掛金+5,220円

（上限50万円まで補償）
30万円特約

掛金+620円

掛金+3,070円

火災共済

総合共済

（上限30万円まで補償）

この特約で
しっかり

備えられるね！

30万円
以内

50万円
以内

50万円超

保
険
期
間
中
の
通
知
義
務
の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す

　
保
険
期
間
中
に
次
の
こ
と
が
発
生
し
た
場
合
、速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
へ
ご
連

絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
保
険
期
間
中
に
ご
連
絡
が
な
か
っ
た
場
合
、保
険
金
等
の
お
支
払
い
が
で
き
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
岡
山
県
で
は
令
和
７
年
度
、１
，７
２
５
件
の
経
営
体
に
収
入
保
険
に
ご
加
入
い

た
だ
き
ま
し
た
。収
入
保
険
は
、全
て
の
農
産
物
を
対
象
に
、自
然
災
害
に
よ
る
収

量
減
少
や
価
格
低
下
を
は
じ
め
、農
業
者
の
経
営
努
力
で
は
避
け
ら
れ
な
い
収
入

減
少
を
広
く
補
償
す
る
農
業
保
険
で
す
。品
目
の
限
定
や
経
営
規
模
の
要
件
は
な

く
、青
色
申
告
を
行
っ
て
い
れ
ば
誰
で
も
加
入
で
き
る
た
め
、幅
広
い
農
業
者
に
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
収
入
保
険
に
関
す
る
ご
相
談
や
お
見
積
り
、加
入
申
込
の
受
付
は
随
時
対
応
し

て
お
り
ま
す
。ご
希
望
の
方
は
、最
寄
り
の
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
へ
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

加
入
者
の
皆
様
へ

加
入
申
込
は
随
時
受
付
中
で
す

営
農
計
画
に
変
更
が
生
じ
た
場
合

　
栽
培
作
物
の
変
更
、栽
培
面
積
の
増
減
等
、収
入
保
険
で
ご
提
出
い
た
だ
い
て
い
る

営
農
計
画
の
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
、変
更
に
係
る
農
作
物
等
の
作
付
後
１
か
月

以
内
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

収
入
金
額
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合

　
収
入
保
険
は
、あ
ら
ゆ
る
収
入
減
少
要
因
を
カ
バ
ー
す
る
オ
ー
ル
リ
ス
ク
保
険
で

す
。保
険
期
間
の
収
入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、被
害
が
確
認
で

き
る
期
間
内
を
目
安
に
、速
や
か
に
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
各
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
業
者
の
皆
様
へ

今の加入内容は大丈夫ですか？
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今号では「備北支所」管内を紹介します。

▲和モダンな店舗。気楽に行けるお店がコンセプト。

＆
ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

寿
司
一
本
店

備北支所

　
新
見
駅
か
ら
車
で
３
分
、新
見
市
高

尾
に
店
舗
を
構
え
る「
＆
ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

寿
司

一
本
店
」で
は
、地
元
の
果
物
を
使
っ
た

カ
フ
ェ
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
お
寿
司
な
ど
、幅

広
い
メ
ニ
ュ
ー
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。

　
料
理
に
使
用
す
る
ピ
オ
ー
ネ
や
白

桃
、米
は
、地
域
の
農
家
や
親
戚
か
ら
仕

入
れ
て
い
ま
す
。形
や
色
が
不
ぞ
ろ
い

で
規
格
外
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
物
を
積

極
的
に
使
用
す
る
こ
と
で
、フ
ー
ド
ロ

ス
削
減
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
郷
土
料
理
で
あ
る「
金
棒
す
し
」は
テ

イ
ク
ア
ウ
ト
も
で
き
、人
気
商
品
の
一

つ
で
す
。地
域
の
お
祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
に

も
積
極
的
に
参
加
し
て
お
り
、地
元
産

の
農
産
物
を
使
用
し
た
商
品
を
Ｐ
Ｒ
し

て
い
ま
す
。店
主
の
加
谷
さ
ん
は「
お
店

の
経
営
を
通
じ
て
地
元
の
産
業
の
活
性

化
に
つ
な
げ
た
い
」と
話
し
ま
す
。

＆
ｃ
ａ
ｆ
ｅ 

寿
司
一
本
店

住
　
　
所
　
新
見
市
高
尾
２
４
７
９-

１
１

お
問
い
合
わ
せ
　
０
８
６
７
ー

７
２
ー

０
７
１
０

営
業
時
間
　
１1
時
半
〜
１６
時

　
　
　
　
　
１８
時
〜
22
時（
２1
時O

Ｓ
）

定
休
日
　
月
曜
日･

第
３
日
曜
日･

他
、

　
　
　
　
　
日
曜
日
の
デ
ィ
ナ
ー
タ
イ
ム

　
　
　
　
　（
予
約
の
場
合
の
み
営
業
）

駐
車
場
　
８
台
　

　
　
　
　
　※

店
の
前
に
４
台
、向
か
い
に
あ
る

　
　
　
　
　
　
Ａ
Ｐ
パ
ー
ク
内
寿
司
一
の
看
板
が

　
　
　
　
　
　
あ
る
場
所
に
４
台
。

◀「今は芽かき作業を行っています。新規就農の方と
　一緒に作業をすることもあります」と中谷さん 

岡山県赤磐市是里でブドウ栽培に取り組む

中谷泰文さんを紹介します。

頑張ってます！

　
赤
磐
市
是
里
で
ブ
ド
ウ
栽
培
に
励
む
中
谷
泰
文
さ
ん（
５１
）は
、

２
０
１
２
年
に
就
農
し
、今
年
で
１４
年
目
を
迎
え
ま
す
。群
馬
県

で
就
職
し
て
い
た
際
に
地
元
の
岡
山
か
ら
届
い
た
ブ
ド
ウ
を
周

囲
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
た
と
こ
ろ
、そ
の
お
い
し
さ
に
感
動
す
る
姿

を
目
の
当
た
り
に
し
ま
し
た
。「
自
分
が
１
か
ら
作
っ
た
ブ
ド
ウ

を
消
費
者
に
届
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
絶
対
に
楽
し
い
」と
思
い

就
農
を
決
意
。岡
山
県
主
催
の
新
規
就
農
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
に
参
加
し
、２
年
間
の
研
修
を
経
て
、緑
豊
か
な
是
里
の
地
で

就
農
し
ま
し
た
。

　
是
里
は
標
高
が
高
く
、昼
夜
の
寒
暖
差
が
大
き
い
た
め
古
く

か
ら
ブ
ド
ウ
栽
培
が
盛
ん
な
地
域
で
す
。当
初
は
ピ
オ
ー
ネ
を

２０
ａ
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

現
在
は
オ
ー
ロ
ラ
ブ

ラ
ッ
ク
や
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
な
ど
、計
４

品
種
・
５０
ａ
ま
で
規
模

を
拡
大
し
ま
し
た
。

「
１
房
ご
と
に
手
を
か

け
る
作
業
が
多
く
、形

や
色
を
整
え
る
の
は

大
変
で
す
が
、そ
の
分

や
り
が
い
も
大
き
い
」。

５
月
か
ら
７
月
の
最
盛

期
に
は
、芽
か
き
や
病

害
虫
の
防
除
、さ
ら
に

獣
害
対
策
と
休
む
暇
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ
れ
で
も
、「
雨
や
台
風

な
ど
の
自
然
災
害
を
乗
り
越
え
１
年
間
丹
精
込
め
て
作
っ
た
ブ

ド
ウ
が
収
穫
で
き
た
と
き
に
は
達
成
感
が
あ
る
」と
笑
顔
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。多
忙
な
作
業
の
合
間
に
は
、地
元
の
名
所「
血

洗
い
の
滝
」や「
是
里
展
望
台
」か
ら
望
む
雲
海
に
癒
や
さ
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。

　
中
谷
さ
ん
が
１
年
で
最
も
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、毎
年
９

月
に
開
催
さ
れ
る「
是
里
む
ら
収
穫
祭
」で
す
。朝
採
れ
の
新
鮮

な
ブ
ド
ウ
を
求
め
て
大
勢
の
人
が
来
場
し
、用
意
し
た
３
０
０

ケ
ー
ス
が
わ
ず
か
１
時
間
ほ
ど
で
完
売
す
る
ほ
ど
の
人
気
を
誇

り
ま
す
。

　
今
後
は
、地
域
の
農
家
さ
ん
の
高
齢
化
や
営
農
規
模
縮
小
が

課
題
の
是
里
で
、産
地
の
維
持
の
た
め
、若
い
担
い
手
の
育
成
や

新
規
就
農
者
用
の
農
地

管
理
に
積
極
的
に
携
わ

る
予
定
。「
こ
れ
か
ら
も

消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
、是
里
の
魅
力
を
発
信

し
続
け
た
い
。多
く
の
人

を
笑
顔
に
す
る
こ
と
が

目
標
で
す
」と
展
望
を

語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
消
費
者
の「
お
い
し
い
」を
原
動
力
に
Ｕ
タ
ー
ン

◆
是
里
で
の
就
農

◆「
収
穫
祭
」や「
今
後
の
展
望
」

地
元
に
戻
り
、農
業
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
！

産
地
維
持
に
も
積
極
的
で
、頼
も
し
い
で
す
！

▲是里展望台から望む雲海は、是里随一の絶景です。

表 3

なかたにやすふみ

な
か
た
に

こ
れ
さ
と

や
す
ふ
み

インスタグラム
＠sushi_iti

▲

ピ
オ
ー
ネ
を
皮
ご
と
使
用
し
た
色
鮮
や
か
な
ス

ム
ー
ジ
ー
。米
粉
の
ワ
ッ
フ
ル
、お
し
る
こ
も
お

す
す
め
。

▲

新
見
郷
土
料
理
の
金
棒
す
し
。鯖
が
鮨
飯
の
上
下

に
１
匹
ず
つ
使
わ
れ
、そ
の
風
貌
か
ら「
さ
ば
包
み
」

な
ど
の
通
称
が
あ
る
鯖
寿
司
で
す
。

▲「収穫祭には新鮮なブドウを販売しています。」

新
見
市

か
た
に

67



今号では「備北支所」管内を紹介します。
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や
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で
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表紙紹介

おかやま

岡山県農業共済組合

クイズに挑戦クイズに挑戦

Q

のうぎょう川柳 クイズ＆

No.19（新年号）の解答No.26（新年号）の解答 65

株式会社サンショク　代表取締役社長　三宅　貴之さん（40）
みやけ たかし

お
か
や
ま
夏
号

2026 N
o.28

応募方法・宛先

＜個人情報の取り扱いについて＞ 皆さまからいただいた個人情報に
ついては、適切に管理するとともに、賞品の発送及び広報紙作成の参
考とする以外の目的には使用いたしません。

●応募締切／令和8年9月30日（水）（当日消印有効）
〒700-8602 岡山市北区桑田町1-30
岡山県農業共済組合
「のうぎょう川柳」係 または 係」戦挑にズイク「

●宛先／

E-mail　kouhou@ok-nosai.or.jp

メールは
こちら

広報紙の中に
ヒントがあるよ 正解者の中から抽選で

5名様に

〒
700-8602 岡

山
市
北
区
桑
田
町
1-30

TEL 086-224-5588㈹
FAX 086-201-0133㈹
https://w

w
w
.ok-nosai.or.jp

ハガキまたはメールで郵便番号・住所・氏名・
年齢・電話番号・本紙全体のご意見・ご感想を
ご記入のうえ、右記宛先までご応募ください。

※解答の発表は、「NOSAIおかやまNo.30（春号）」の紙面に記載します。
　また、当選者の発表は、商品の発送をもって代えさせていただきます。

　井原市芳井町で明治ゴボウを主に小松菜や春菊、ホウレン草等を栽培し
ている株式会社サンショク。生産だけでなく青果卸売業や店舗販売、野菜加
工にも取り組んでいます。
　株式会社サンショクでは、耕作者の高齢化や減少による耕作放棄地を活
用したいという思いから２００６年より明治ゴボウの栽培を始めました。明治
ゴボウは１００年以上の歴史があり、同町の明治地区に広がる赤土畑で栽培
される品種です。一般的なゴボウに比べ、香り高く、柔らかな食感が特長。粒
子の細かい粘土質の土壌でじっくり育てるため、サイズが大きく、身の詰
まったゴボウが育ちます。また、地力を最大限に引き出すため、作物のロー
テーションを行うことで高い品質の維持に繋げています。
　今後は新たな作物の栽培や急速冷凍設備を活用した新商
品の開発も検討しています。
　株式会社サンショクの明治ゴボウは、9月から4月頃の間
オンラインショップに加え、マルナカ、ハローズ、エブリイ、ニ
シナなどで購入が可能です。

▲株式会社サンショクの
　ホームページはこちら

※一部の店舗ではお取り扱いが無い場合があります。

●内容物：きんぴらごぼう、たけのこうま煮、レンコンのうま煮の３種×３セット
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■お問い合わせ先

収入保険加入者の皆様へ、
保険期間中の〇〇義務の
徹底をお願いしています。答え：○○

株式会社サンショクの
「時短cooking
 味付けシリーズ」をプレゼント

おかやま

岡山県農業共済組合
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表紙（左開き） ウラ表紙


